
第４学年  算数科学習指導案 
日時：９月２０日（金）第５校時 
授業者：    （ぐんぐん） 
        （じっくり） 
場所：少人数教室（ぐんぐん） 
   ４年３組教室（じっくり） 

単 元 名 ２けたでわるわり算 
研究内容について ２－① 練習の時間を十分に確保し、学習内容の定着を図る。 

３－① 既習用語を正しく使って、既習事項とつなげて話したり、説明したりできる。 
本時のねらい ３位数÷２位数で，商が２位数になる場合の除法の筆算形式を理解し，計算できる。   （ア） 
人権教育の観点 これまで学んだわり算の筆算の学習をもとに、課題解決の方法を考えることで、確かな根拠に基づく科学的思考や判断力を育てる。（認識力） 

時数 ぐ ん ぐ ん コ ー ス  じ っ く り コ ー ス 
９ 
１４ 

・基本的な計算は得意とする子が多いが、自分の考えを他の人に手際よく説明できる子は少な

い。また一部に被除数、除数を概数で見なし仮商を立てることに困難を感じる子がいる。 
児童の 

実態 
・わり算の筆算の計算には慣れてきたが、異なるパターンの問題になると、商をどこに立て

るかで迷ったり、商の見当が付けられなかったりする子がいる。 
過程 指 導 ・ 援 助 学 習 活 動 時間 学 習 活 動 指 導 ・ 援 助 
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む 
 
考

え
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め

る 
 
確
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に

す

る 

 
 
 
・前時の筆算と比較して、違いを

明らかにする。 

 
 
 
 
 
 
 
・筆算が終わった児童は、確かめ

算をする。商が正しかったら、

筆算のしかたを説明できるよ

うに練習する。 

・つまずいている児童には、１学

期や前時の掲示をもとに、考え

させる。 

 

 

 

 
 
 
・あまりが出る計算や末尾が０に

なるような場合でも、１位数で

わったときと同じように処理

できることにふれる。 
 
 

１．本時の問題を理解する。 
 
 
 
・前の学習と同じ、３けた÷２けたの計算だ。 
・答えが１０より大きい。 
・商が十の位に立ちそうだ。 
２．課題をつかむ。 
 
 
 
３．自分の考えをもつ。 
       ①②  
 １８）４３２ 
 
        ２４ 
 １８）４３２ 
        ３６  
          ７２ 
          ７２ 
            ０ 
１８×２４＝４３２ 
４．全体交流をする。 
 ・わられる数の上２けたの数とわる数を比べて、わる数が大きいと一の位
に商がたち、小さいと十の位にたつ。 

 ・たてる→かける→ひく→おろす 
５．りんご問題に取り組む。 
   ・３４２÷２１（あまりが出る場合） 
   ・８７０÷４３（商の末尾が０になる場合） 
６．まとめをする。 
 
 
 
 
７．練習問題を解く。 
・ホップ（教師に見せる） 
・ステップ ・ジャンプ ・補充問題（自分で答え合わせ） 
 
８．次時の予告をする。 

 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３０ 
 
 
 
 

１．本時の問題を理解する。 

 
 
・百の位の４の４÷１８では、商がたたないが、十の位の４３の

４３÷１８なら商がたつ。だから、十の位に商がたつ。 

・今までは商が１けただったが、２けたになりそうだ。 

・わる数を２０とみて商の見当をつけると、およそ２０になる。 

２．課題をつかむ。 

 

 
 

３．自分の考えをもつ。 

           

  

 

 

・見当をつけた商の２を、十の位にたてる。 

・１８と２をかける。積の３６を４３の下に書いて４３から３６

をひく。 

・一の位の２をおろす。 

・７２を１８でわり、４をたてて計算すると、商は２４となる。                                                                

４．全体交流をする。 

 ・商を十の位にたてても、たてる→かける→ひく→おろすを繰

り返しながら順に計算すればよい。 

・わられる数の上２けたの数とわる数を比べて、わる数が大き

いと一の位に商がたち、小さいと十の位にたつ。 

５．りんご問題に取り組む。 

① ３４２÷２１ （３けた）÷（２けた）の計算を２回行い

あまりが出る。 
② ８７０÷４３ 商の一の位に０がたつ。 

６．まとめる 

  

 

７．練習問題に取り組む。 

・ホップ（教師に見せる） 
・ステップ ・ジャンプ ・補充問題（自分で答え合わせ） 

 

 前時と同じ（３けた）÷（２けた）の
計算であるが、百の位の数字から確認

したり、商の見当をつけたりすること

で、商が２けたになりそうなことに気

付かせる。 

 

 

 

・これまでの筆算のやり方と同じよう

に、たてる→かける→ひく→おろすの

順で計算できるようにする。 

・計算ができたら、やり方を説明できる

ように練習する。 

・つまずいている児童には、机間指導で

個別に指導する。 

 

 

 

・掲示物や黒板を指し示しながら、既習

用語を使って、順序よく説明できるよ

うにする。 

 

 

・②のような問題の場合、計算の続きを

省略してよいことを確認する。 

 

 

 

・ホップ問題は教師が確認し、ステップ

問題以降は、各自で取り組むことがで

きるようにする。 

評価規準：【技能】３位数÷２位数で商が十の位からたつ除法の筆算ができる。 

４３２÷１８の筆算のしかたを考えましょう。 

（３けた）÷（２けた）で、商が２けたになるわり算の筆算

のしかたを考えよう。 

（３けた）÷（２けた）の計算でも、上の位から順番にわ

り進んでいけばよい。 

４３２÷１８の筆算のしかたを考えよう。 

３けた÷２けたで商が２けたになる筆算のしかたを考えよう。 

（３けた）÷（２けた）の計算でも、上の位から順番にわり進んで

いけばよい。 

① 百の位の４の４÷１８では、商が立たない。 
② 十の位で見て、４３÷１８なら商が立つ。 

③ 十の位に２を立てる。１８とかけて、３６。
引いて７。７はわる数１８より小さいのでよ

い。２を下ろす。 

④ ７２÷１８で４を立てる。１８とかけて７
２。引いて０ 

⑤だから商は２４。 



 



４年  ８．わり算の筆算を考えよう（２けたでわる計算）（全14時間） 単元指導計画                              

小単元 時 本時のねらい 主  な  学  習  活  動 評 価 規 準 

 

 

何

十

で

わ 

る

計

算 

 

 

１ 何十や何百

何十を何十で

わる除法の計

算原理や方法

を理解し、計

算することが

できる。 

 

 

１． 問題を理解する。 

60まいのおり紙を1人に 20まいずつ分けます。何人に分けられ
るでしょう。 
 
２．課題をつかむ。              

(何十)÷（何十）の答えの見つけ方を考えよう。 

３．自分なりの考えをもつ。 

（じっくり） 

・半具体物を利用して、10 ず

つ分け数える活動を取り入

れながら、理解を深める。 

･図をかいて、10 のまとまりをも

とにして、６÷２で考える。 

（ぐんぐん） 

･図をかいて、10 のまとまりをも

とにして、６÷２で考える。 

・６÷２でできる根拠を明確に

するよう個別に指導する。 

４．考えを交流し、深める。 

５．問題２を提示する。 

１５０÷３０の計算のしかたを考えよう。 

６．まとめる 

何十でわる計算は、１０をもとにして、わり算をすればよい。 

７．確かめる。 

（じっくり） 

・ Ｈ、Ｓ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓ、Jができたら問題集 

８．振り返る。 

 

＜関心･意欲･態度＞ 

・何十、何百何十÷何

十の計算のしかたを

進んで考えようとす

る 

 

＜数学的な考え方＞ 

・10 をもとにして、何

十、何百何十の計算の

しかたを既習事項を用

いて考えることができ

る。 

 

 

 

 

 

（イ） 

２ 何百何十÷

何十であまり

の出る除法の

計算の仕方を

10をもとにして

考え，あまりの

大きさを求め

ることができ

る。 

  

 

１．問題を理解する 

170 まいの折り紙を１人に 50 まいずつ分けます。  

何人に分けられて，何まいあまるでしょう。 

・既習の学習との違いを考える。 

２．課題をつかむ 

（何百何十）÷（何十）の答えとあまりの見つけ方を考えよう。 

３．自分なりの考えをもつ。 

（じっくり） 

・半具体物を利用して、10 ず

つ分け、あまりを考える活動

をしながら、理解を深める。 

･図をかいて、10 のまとまりをも

とにして、17÷５を計算し、

あまりがいくつになるか考え

る。 

（ぐんぐん） 

・図をかいて、10 のまとまりをも

とにして、17÷５を計算し、

あまりがいくつになるか考え

る。 

・答えを導いた後たしかめ算を

して答えを確かめ。 

４．考えを交流し、深める。 

５．問題２を提示する。 

  ９０÷２０ 

６．まとめる。 

 

 
（何百何十）÷（何十）の答えとあまりを見つけるには，１

０をもとにして、あまりの大きさを考えるとよい。 
 

（じっくり） 

・ Ｈ、Ｓ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓ、J。できたら問題集 

８．振り返る。 

 

＜数学的な考え方＞ 

・何百何十÷何十であ

まりの出る計算のし

かたを既習事項を用

いて考えることがで

きる。 

＜技能＞ 

・何百何十÷何十であ

まりのある計算がで

きる。 

 

 

 

 

 

（イ） 

3 年かけ算の筆算 
上 P38 
10 のまとまりをも
とに計算を考える。 

４年わり算の筆算 
・たしかめ算のしか

た。 



 
小単元 時 本時のねらい 主  な  学  習  活  動 評 価 規 準 

（
２
け
た
）÷（
２
け
た
）の
筆
算 

３ ２位数÷２

位数で、割り

切れる除法の

計算の筆算形

式を理解し、

計算できる。  

１．問題を理解する 

63 まいのおり紙を１人に２１まいずつ分けます。何人に分けられ

るでしょう。 

２．課題をつかむ 

（何十何）÷（何十何）の計算のしかたを考えよう。 

３．自分なりの考えをもつ。 

（じっくり） 

・半具体物や図を利用して、10

ずつ分け数える活動を取り

入れながら、理解を深める。 

・21 を 20 とみて商の見当をつ

ける。 

（ぐんぐん） 

・図や概算から商の見当を付

け、筆算の式から、どのよう

に進めるとよいか考える。 

４．考えを交流し、深める。 

 ・教師の説明を聞き、筆算のやり方を理解する 

５．問題２を提示する。  

 ８４÷２１を筆算で計算しよう。 

６．まとめる。 

わる数を何十と考えて、商の見当をつけて、筆算をする。 

筆算のやり方は、１けたでわったときと変わらない。 

７．確かめる。 

（じっくり） 

・ Ｈ、Ｓ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓ、J は進める。できたら

問題集 

８．振り返る。 

 

 

＜知識・理解＞ 

・２位数÷２位数の筆

算形式がわかる。 

＜数学的な考え方＞ 

・わる数を何十とみて、

商の見当をつけて

引いて考える。 

（ア） 

４ ２位数÷２

位数で、あまり

のある計算の

筆 算 が で き

る。また除法

の確かめがで

きる。 

 

１．問題を理解する。 

８７÷２１の筆算のしかたを考えましょう。 

・既習の問題との違いを考える。 

２．課題をつかむ 

２けた÷２けたであまりのでる筆算のやり方を考えよう。 

３．自分なりの考えを持つ。 

（じっくり） 

・21 を 20 とみて、商の見当を

つける。 

・わる数×商+あまり＝わられる

数 の式で答えの確かめが

できたことを確認する。 

（ぐんぐん） 

・前時の学習をもとに筆算を進

める。 

・答えの確かめも行う。 

４．考えを交流する。  

 ・がい数にして考えれば，商がたてやすくなる。  

５．問題２を提示する。 

 ９７÷２３を筆算で計算しよう。 

６．まとめる。 

あまりが出る計算も、筆算のやり方は変わらない。 

７．確かめる。 

（じっくり） 

・ Ｈ、Ｓ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓ、Jは進める。ｐ１１７ 

８.振り返る。 

 

＜技能＞ 

・２位数÷２位数で、あ

まりのある計算を筆

算でできる。 

＜知識・理解＞ 

・２位数÷２位数で、答

えの確かめのしかた

が分かる。 

（ア） 

 

４年わり算の筆算 

上 P36 
・商の立つ位置を決

める。 
・立てる、かける、、

引く、おろすの順で

進める。 
・あまりを確かめる 

4年、がい数 上P57 
四捨五入して、およ

その数にして計算す

る。 
４年わり算の筆算 
・商の立つ位置を決

める。 
・立てる、かける、、

引く、おろすの順で

進める。 
・あまりを確かめる 



 
小単元 時 本時のねらい 主  な  学  習  活  動 評 価 規 準 

 

 

５ ２位数÷２

位数で仮商が

過大商になる

場合に仮商を

修正して計算

することができ

る。 

 

 

１． 問題を理解する。 

９５÷３４の計算をしよう。 

２． 課題をつかむ。 

 ・商の見当を３とし、計算すると引けなくなることを確かめる。 

ひき算ができないときの、筆算の進め方を考えよう。 
 
３．自分なりの考えをもつ。 

（じっくり） 

・筆算の途中で引けなくなった

場合どうしたらよいか考える。 

・商をひとつ小さくして、計算

する。 

・商を小さくすると、わる数と商

の積が小さくなることを確かめ

る。 

（ぐんぐん） 

・３とはちがう商を立てて、計算

をし、たしかめ算で答えを確

かめる。 

 

４．考えを交流する。 

５．問題２を提示する。 

 ８９÷１３を筆算で計算しよう。 

６．まとめる 

商が大きすぎるときは，商を小さくすればよい。 

７．確かめる。 

（じっくり） 

・ Ｈ、Ｓ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓ、Jは進める。ｐ１１７ 

８．振り返る。 

 

＜技能＞ 

・２位数÷２位数で過

大商を修正して、正

しく計算することがで

きる。 

（ア） 

６  ２位数÷２位

数で、仮商が

過小商になる

場合に、仮商

を修正して計

算することが

できる。 

 

 

１．問題を理解する。 

８５÷２７を筆算でしよう。 

・既習の問題との違いを考える。 

３． 課題をつかむ。 

 ・商に２を立てると、あまりが３１になることを確かめる。 

 ・わる数よりあまりが大きくなってはいけない。 

あまりがわる数より大きくなったときの筆算のしかたを考えよう。 

３．自分なりの考えを持つ。 

（じっくり） 

・筆算の途中で引けなくなった

場合どうしたらよいか考える。 

・商をひとつ小さくして、計算

する。 

・商を小さくすると、あまりが小

さくなったことを確認する。 

（ぐんぐん） 

・２とはちがう商を立てて、計算

をし、答えを確かめる。説明

のしかたを考える。 

 

４．考えを交流し、深める。 

５問題２を提示する。 

９４÷１５を筆算でしよう。 

６．める。 

あまりが大きいときは、商を大きくしていけばよい。あまりがわる数

より小さいか確かめる。 

７確かめる。 

（じっくり） 

・ Ｈ、Ｓ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓ、Jは進める。ｐ１１７ 

８．振り返る。 

 

＜技能＞ 

・２位数÷２位数で過

小商を修正して、正

しく計算することがで

きる。 

（ア） 

 

４年わり算の筆算 
・商の立つ位置を決

める。 
・立てる、かける、

引く、おろすの順で

進める。 
○あまりを確かめる 
 

４年わり算の筆算 
・商の立つ位置を決

める。 
○立てる、かける、

引く、おろすの順で

進める。 
・あまりを確かめる 
 



 
小単元 時 本時のねらい 主  な  学  習  活  動 評 価 規 準 

練
習
１ 

 

７  ２位数÷２位

数の計算原理

を理解し、計

算が正しくでき

る。 

 

 

１．問題を理解する 

２けた÷２けたの問題をとこう。 

２．課題をつかむ 

学習したことをいかして正しく問題をとこう。 

３．自分なりの考えをもつ 

（じっくり） 

・計算練習に多く取り組み、計

算原理や筆算の仕方を確

実にする。 

（ぐんぐん） 

・文章題や作問に取り組む。 

４．考えを交流し、深める。 

５．振り返る。 

＜技能＞ 

・２位数÷２位数の計

算ができ、それを活用

することができる。 

（ア） 

３
け
た
÷
２
け
た
の
筆
算 

８  ３位数÷２位

数で商が１位

数になる場合

の除法の計算

形式 を 理解

し、計算でき

る。 

 

 

１．問題を理解する。 

543まいのおり紙を1人に62まいずつ分けます。何人に

分けられて、何まいあまるでしょう。 

２．課題をつかむ。 

３けた÷２けたの筆算の仕方を考えよう。 

３．自分なりの考えをもつ。 

（じっくり） 

・わる数を６０とみて、商は何の位に

たつか考える。 

・筆算の途中で引けなくなった場

合、どうしたらいいか考える。 

・商を小さくすると、余りが除数より小

さくなったことを確かめる。 

・過大商と過小商の修正の仕方を思

い出して、計算に取り組む。 

（ぐんぐん） 

・わる数を６０とみて、商は何の位に

たつか考える。 

・計算が終わったら、あまりを確かめ

たり、たしかめ算をしたりして正し

く答えが出たか確かめる。 

 

４．考えを交流し、深める。 

５．問題２を提示する。 

３４１÷４７を筆算でしよう。 

６．まとめる。 

３けた÷２けたの計算も今までと同じように計算すればよ

い。 

７．確かめる。 

（じっくり） 

・ Ｈ、Ｓ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓ、Jは進める。ｐ１１７ 

８．振り返る。 

 

＜関心・意欲・態度＞ 

・３位数÷２位数で商

が１位数になる筆算

に意欲を持つ。 

＜技能＞ 

・３位数÷２位数で商

が１位数になる場合の

筆算ができる。 

（ア） 

 

 4年がい数 上 P57 
四捨五入して、およ

その数にする 



 
小単元 時 本時のねらい 主  な  学  習  活  動 評 価 規 準 

３
け
た
÷
２
け
た
の
筆
算 

９ 

 

本

時 

 ３位数÷２位

数で，商が２

位数になる場

合の除法の筆

算形式を理解

し、計算でき

る。 

  

 

１．問題を理解する。 

４３２÷１８の計算しよう。 

  ・十の位に商がたちそうだ。 

  ・商が２けたになるのかな。 

２．課題をもつ。 

３けた÷２けたで、商が２けたになる筆算のしかたを考えよう。 

３．自分なりの考えをもつ。 

 

 

 

＜技能＞ 

・３位数÷２位数で商

が２位数になる場合の

筆算ができる。 

（ア） 

 
（じっくり） 

・商は何の位に立つか考える。 

・１８を２０と見て、商の見当をつけ

る。 

・商をたてて計算する。 

（ぐんぐん） 

・商は何の位に立つか考える。 

・商の見当をつけ、商をたてて計算す

る。 

４．考えを交流する。 

５．問題２を提示する。 

次の計算をしよう。 

 ３４２÷２１       ②８７０÷４３ 

６．まとめる。 

 ３けた÷２けたの計算でも，上の位から順番にわり進んでいけ

ばよい。 

７．確かめる。 

（じっくり） 

・ Ｈ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓは確実に進める。 

８．振り返る 

大
き
な
数
の
わ
り
算
の
筆
算 

１０  ４位数÷２，

３位数、３位数

÷３位数の除

法の筆算形式

を理解し、計

算できる 

１． 問題を理解する。 

１７６８÷３４の筆算のしかたを考えよう。 

・４けた÷２けたの筆算もこれまでの筆算のようにできるかな。 

２． 課題をもつ。 

４けた÷２けたの筆算のしかたを考えよう。 

３． 自分の考えをもつ。 

（じっくり） 

・商がどこに立つか確かめる。 

・これまでの筆算のしかたを思い出

しながら進める。 

 

（ぐんぐん） 

・商がどこに立つか考える。 

・これまでの筆算のしかたを思い出

しながら進める。 

 

４． 考えを交流する。 

５． 問題２を提示する。 

 次の式を筆算でしよう。 

① ６９３６÷６８    ②１６３２÷１３６   ③３０００÷３６５ 
６．まとめる。 

 ４けた÷２けたの筆算も，上の位からわり進めればよい。 

7.確かめる。 

（じっくり） 

・ Ｈは確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓは確実に進める。 

８．振り返る。 

 
＜技能＞ 
・４位数÷２，３位数、３
位数÷３位数の除法の
筆算ができる。 
 
（ア） 
 
 

４年わり算の筆算 

上 P47 
○商の立つ位置を決

める。 
・立てる、かける、、

引く、おろすの順で

進める。 
・あまりを確かめる 

４年わり算の筆算 

上 P42 
○商の立つ位置を決

める。 
・立てる、かける、、

引く、おろすの順で

進める。 
・あまりを確かめる 



 

 

わ 

り 

算

の 

き 

ま 

り 

11  除法では被

除数・除数を

同じ数でわっ

てもかけても

商は変わらな

いとことを理解

し、工夫して計

算ができる。 

 

１．問題を理解する。 

600÷200の計算をしましょう。 

２．課題をつかむ 

工夫した計算のしかたを考えよう。 

３．自分なりの考えをもつ。 

 

＜知識・理解＞ 

・除法について成り立

つ性質が分かる。 

＜数学的な考え方＞ 

・わり算の性質を使っ

て、より簡潔に処理

できる式に変形しよ

うと考える。 

 

（イ） 

 

（じっくり） 

・１００をもとにして、６÷２と考え

て計算する。 

・各自の考え方とみさきとゆうき

の考え方を比べる。 

（ぐんぐん）  

・自分なりに計算する方法を工夫

する。 

 

４．考えを交流する。  

５．問題２を提示する。 

 □にあてはまる数をかきましょう。 

  ６     ÷２ ＝ ３ 

 ↓×５    ↓×５ 

 □     ÷□ ＝ □ 

６．まとめる 

わり算ではわられる数とわる数に同じ数をかけても、わられる数と

わる数を同じ数で割っても、商は変わらない。 

７． 確かめる。 

（じっくり） 

・ 全体で確かめながらＨ、

Ｓ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓ、Jは進める。P118 

８．振り返る 

12 

 

 除法に関して

成り立つ性質

を活用して計

算を工夫した

り、あまりの大

きさを正しくと

らえたりするこ

とができる。 

１． 問題を理解する。 

 ２００÷２５を工夫して計算しよう。 

２． 問題をつかむ。 

 わり算の性質を使って，簡単に計算する方法を考えよう。 

３． 自分なりの考えをもつ。 

（じっくり） 

・わられる数とわる数を５でわっ

て考える。 

・わられる数とわる数に４をかけ

て考える。 

（ぐんぐん） 

・わられる数とわる数を５でわっ

て考える。 

・わられる数とわる数に４をかけ

て考える。 

４． 考えを交流する。 

５． 問題２を提示する。 

4800÷500の計算しよう。 

 ・１００のいくつ分で考えることができそうだ。 

６． まとめをする。 

 わり算の性質を使えば，数を小さくしたり，区切りのよい数にし

たりして，計算することができる。 

７． 確かめる。 

（じっくり） 

・ Ｈ、Ｓ、は確実に進める。 

（ぐんぐん） 

・Ｈ、Ｓ、ｐ１１８は進める。 

８．振り返る。 

＜技能＞ 

・除法に関してなりた

つ性質を活用して計

算を工夫したり、あま

りの大きさを正しくと

らえたりすることがで

きる。 

（ア） 

 

 

 

4年わり算上 P94 
10 のまとまりをも
とに計算を考える。 

3 年かけ算の筆算上
P38 
10 や 100 のまとま
りをもとに計算を考

える。 



 
 

 

 

練
習
２ 

 

き
ほ
ん
の
た
し
か
め 

13 

14 

 

・単元におけ

る基礎・基

本を確かに

し、発展的

な問題に取

り組み、数

学的な考え

方をより深

めることがで

きる。 

 

＜学習集団＞ 

習熟度別 

１． 問題を理解する 

３けた÷２けた、２けた÷２けたの計算をしよう。 

２．めあてをつかむ              

わり算の問題や筆算を正しくしよう。 

３．自分なりの考えをもつ 

 

（じっくり） 

・３位数÷２位数のわり算の計算原理を考える。 

・３位数÷２位数の計算を筆算で行う練習をする。 

・除法が適用される簡単な場面での立式を行い、問題場面に適し

た計算をする。 

（ぐんぐん） 

・３位数÷２位数の計算を筆算で行う練習をする。 

・除法が適用される簡単な場面での立式を行い、問題場面に適し

た計算をする。 

 

 

４．考えを交流する 

５．振り返る 



練習問題指導計画  ４年：２けたでわるわり算      （◆冊子「算数の練習」）   

    時 
（まとめの言葉） 

      じっくりじっくり１ 
じっくりじっくり２ ぐんぐんコース じっくりコース 

１ 
 何十でわる計算

は、１０をもとに

して、わり算をす

ればよい。 

 
◆算数の練習Ｐ４７ 
ポイント１ 
練習１―①―１～３ 

H教科書Ｐ９３ １ 
①90÷30  ②240÷60 

H教師とともに、1問
ずつ解く。 
S,J個人で取り組む。 S教科書Ｐ９３ １ 

③560÷80 ④300÷500 
J教科書Ｐ１１７ ①80÷20  
②250÷50 ③420÷70 ④200÷40 

２ 
 （何百何十）÷

（何十）の答えと

あまりを見つける

には、１０をもと

にして、あまりの

大きさを考えると

よい。 

 
◆算数の練習Ｐ４７ 
ポイント２ 
練習１①―４～６ 

② 

H教科書Ｐ９４ ２ 
①90÷20  ③190÷40 

H教師とともに、1問
ずつ解く。 
S個人で取り組む。 
(J個人で取り組む。） 

S教科書２ ②80÷30  
④390÷70 ⑤500÷80 ⑥450÷70  

J教科書Ｐ１１７  
①50÷20 ②70÷40 
③140÷30 ④390÷60 ⑤500÷70 

３ 
 わる数を何十と

考えて、商の見当

をつけて、筆算を

すればよい。 

 
◆算数の練習Ｐ４８ 
ポイント 
練習１①―１～３ 

H教科書Ｐ９６ １ 
①84÷21   

H教師とともに、1問
ずつ解く。 
S個人で取り組む。 S教科書Ｐ９６ １ 

②39÷13 ③55÷11 ④48÷12 
⑤93÷31 ⑥88÷22 
J教科書Ｐ１１７１ 
①46÷23 ②28÷14 ③77÷11 
④36÷12 ⑤42÷21 ⑥99÷33 

４ 
 （何十何）÷（何

十何）の筆算は、

わる数をがい数で

考え、商の見当を

つけて計算すれば

よい。 

Ｐ１１７ ２ 
◆算数の練習Ｐ４８ 
練習１①―４～６ 
  ２① 

H教科書Ｐ９６ ２ 
①97÷23 

H教師とともに、1問
ずつ解く。 
S個人で取り組む。 
(J個人で取り組む。) 

S教科書Ｐ９６ ２ 
②65÷31  ③98÷32 

J教科書Ｐ９６ ２ 
④93÷28 ⑤83÷19 ⑥61÷27 

５ 
 見当をつけた商

が大きすぎたとき

は、商を１つ小さ

くすればよい。 

 
Ｐ１１７４  
◆算数の練習Ｐ４９ 
ポイント 
練習１①―１～３ 
   

H教科書Ｐ９７ ４ 
①86÷24 ⑤95÷12 

HS 教師とともに、1
問ずつ解く。 

S教科書Ｐ９７ ４ 
②61÷31 ③96÷12 ④56÷14 

J教科書Ｐ９７ ４ 
⑥88÷13 ⑦70÷14 ⑧81÷12 

６ 
 あまりがわる数

よりも大きいとき

は、見当をつけた

商が小さいので、

商を大きくすれば

よい。 

Ｐ１１７ ５ 
 
◆算数の練習Ｐ４９ 
 

H教科書Ｐ９８ ５ 
①97÷19 ⑤98÷16 
 

H教師とともに、1問
ずつ解く。 
S個人で取り組む。 
 

S教科書Ｐ９８ ５ 
②89÷28 ③72÷18 ④87÷29 

J教科書Ｐ９８ ５ 
⑥79÷15 ⑦96÷16 ⑧75÷15 



７ 
練習 

教科書Ｐ９９ 
教科書Ｐ１１７ 
 ８．わり算①② 

教科書Ｐ９９ 
 

教科書Ｐ９９ 
教師とともに、1問ず
つ解く。 

８ 
（３けた）÷（２

けた）の計算でも、

今までと同じよう

に計算すればよ

い。 

Ｐ１１７１ 
◆算数の練習Ｐ５０ 
ポイント 
練習１①―１～３ 
  ２① 

H教科書Ｐ１００ １ 
①647÷94 ④359÷87 

H教師とともに、1問
ずつ解く。 
S個人で取り組む。 
 

S教科書Ｐ１００ １ 
②568÷73 ⑤197÷38   

J教科書Ｐ１００ １ 
③108÷12 ⑥228÷76 

９ 
 （３けた）÷（２

けた）で商が２け

たの場合でも、上

の位から順にわり

進んでいけばよ

い。 

Ｐ１１７２ ④⑤⑥ 
◆算数の練習Ｐ５１ 
練習１① 
   ②―１,６, 
     １０ 

H教科書Ｐ１０１ ２ 
①558÷26 ④673÷42 ⑥370÷12 

H教師とともに、1問
ずつ解く。 

S教科書Ｐ１０１ ２ 
②486÷13 ③928÷29 ⑤782÷34 

J Ｐ１１７２ ①594÷28 
 ②437÷12  ③814÷37 

１０ 
（４けた）÷（２

けた）の筆算も、

上の位からわり進

めればよい。 

Ｐ１１８ １ H教科書Ｐ１０２ １ 
①1344÷48 ③7622÷37  
⑤875÷125 ⑦9282÷714 
⑨1400÷275 

H教師とともに、1問
ずつ解く。 

S教科書Ｐ１０２ １ 
②6893÷82 ④4749÷23 
⑥810÷267 ⑧9938÷385 

◆算数の練習Ｐ５２ 
練習１① 

１１ 
わり算では、わ

られる数とわる数

に同じ数をかけて

も、わられる数と

わる数を同じ数で

わっても、商は変

わらない。 

 
教科書Ｐ１１８ 

１ 

H教科書Ｐ１０３ １ 
①800÷400 

HS 教師とともに、1
問ずつ解く。 

S教科書Ｐ１０３ １ 
②9000÷3000 ③2800÷700 

J教科書Ｐ１０３ ２ 
 

１２ 
わり算の性質を

使えば、数を小さ

くしたり、区切り

のよい数にしたり

して、計算するこ

とができる。 

Ｐ１１７ ３ H教科書Ｐ１０４ 
３①150÷25 ４①3600÷800 

H教師とともに、1問
ずつ解く。 

S教科書Ｐ１０４ 
３ ②7000÷250 ③3000÷150 
４ ②29000÷6000  
③47500÷900 

◆算数の練習 P５３ 
練習１① 

１３ 
練習 

教科書Ｐ１０５ 
◆算数の練習 

Ｐ５４～ 

教科書Ｐ１０５ 教科書Ｐ１０５ 
教師とともに、1問ず
つ解く。 

１４ 
きほんのたしかめ 

教科書Ｐ１０６ 
◆算数の練習 
   Ｐ５４～ 

教科書Ｐ１０６ 教科書Ｐ１０６ 
教師とともに、1問ず
つ解く。 

 


